





































































































































































































































































































































（ 1 7 9 0 ）
政二戌年七月七日同村類族初右衛門養子ニ参、寛





























































































（ 1 7 4 8 ）
享五年辰七月十三日出生
　　右之者親今平不縁ニ付、寛







































































































































































31）元禄３年～同10年、寺替記録、マレガ文書､ A5-1-126 ～ 137。
























































（ 1 8 0 5 ）
化二年丑二月晦日
　　　　　　　　　　　　　　　　　安養寺　大千（印）
　　　　　　矢野八郎右衛門殿
　　　　　　久保田周蔵殿
　　　　　　服部長右衛門殿
　前者35）は非類族、後者36）は類族の事例である。いずれにしても、「家」の檀那寺という意識
は初めから存在したものではなかったといえよう。
　これに対して、藩は文政９年（1826）、一家一寺の方針を打ち出す。「一家一寺一宗限旦那宗
判帳」37）という史料にその方針が明快に示されている。しかし、その後も半檀家状態は継続
している。その理由はわからないが、減少してきたとはいえ、いまだ多数の類族が存在してい
たことが影響していたのかもしれない。
おわりに
　以上、検討してきたことから、臼杵藩の類族関係史料から見える村社会の姿として、次の二
点を指摘して終わりたい。
　第一は、類族というカテゴリーも、人々が保持する多数の属性の内の一つであったというこ
とである。類族と非類族が混在して村社会が成立しているだけでなく、同一家族内にも両者が
混在しているのが普通であった。類族にとって、類族であることが日常生活上、特別な支障を
来すことはなかったのではないか。もし、類族と非類族の間で特別な差異があったとすれば、
村社会そのものが支障を来すことになるので、その点でも類族には、従来の研究で指摘されて
35）文化14年10月12日付「覚」、臼杵市所蔵史料、G2.170-174.83。
36）文化２年２月晦日付「覚」、マレガ文書､ A7-8-235。
37）文政９年12月付、「一家一寺一宗限旦那宗判帳」雛形、池見家文書、宗改56-832。
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きたような、深刻な疎外感はなかったように思われる。
　第二は、半檀家を当然とする秩序が貫徹していたということである。こうした宗教秩序が継
続していた理由は、臼杵藩領の場合、類族の存在が影響しているように思われるが、もちろん、
これが各地に見られる半檀家の存在を説明する普遍的理由にはならない。いずれにしても、檀
那寺は個別的であり、少なくとも江戸時代末期までは家の宗教という観念は未成熟であったと
いえる。
　総じて、キリシタン禁制政策のもと類族改制度によって監視され続けた類族も、非類族と混
在する村社会の中で非類族と共通の日常生活を送っていた。類族の日常生活が非類族のそれと
まったく異なったものであったとはいえない。「奇特者」の褒賞でも、類族という理由で排除
されることはなかった。
　ただし、治者による類族の管理は厳密であったことも確かである。訳のわからないものは何
でも「切支丹」とされたのが当時の雰囲気であり、そうしたイメージの「切支丹」を忌避する
社会的傾向は強固であった38）。その点で、類族はそうしたイメージによる忌みがかり的なカテ
ゴリーであった39）。この状態を「差別」という語ではない、別の言葉で言い表すべきであると
いうのが筆者の考えであるが、いまは適切な言葉が思い浮かばない。他日を期したい。
[付記]
　本稿は、人間文化研究機構日本関連在外資料調査研究・活用事業「バチカン図書館所蔵マリオ・
マレガ収集文書調査研究・保存・活用」（マレガプロジェクト、代表大友一雄）、および2017-
2020年科学研究費補助金（基盤研究（B）課題番号17H02392）「近世日本のキリシタン禁制と
異文化交流」の成果の一部である。
38）大橋幸泰『潜伏キリシタン江戸時代の禁教政策と民衆』（講談社、2014年）、同『近世潜伏宗教論
―キリシタンと隠し念仏』（校倉書房、2017年）。
39）森田誠一「「切支丹類族」 に現れた血縁の概念」（『社会と伝承』4-2、1960年）。
